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イソミミズ Pontodrilus litoralis (Grube, 1855)ホタルミミズ Microscolex phosphoreus (Dugès, 1837)
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年末に放卵された卵包は，ほとんどが早めの春
先には孵化したが，春に放卵された卵包の場合
は孵化日数に長いものと短いものがあった．

これは真夏の高温時に孵化しないよう高温時期
を避けるための繁殖のための生き残り戦略と考を避けるための繁殖のための生き残り戦略と考
えられる．
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卵包の孵化日数の長短はLumbricus terrestris
でもみられコホート内での孵化が非同期で遅れ
ていることや，卵包が長期間生存可能であるこ
とから 繁殖能力を最大限に発揮できると考えら
れているとしている(Christopher N.Lowe et れているとしている(Christopher N.Lowe et 
al.,2014)．
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Blackmon et al. (2019)のM. agrestisの孵化実験
では気温10℃が孵化日数と孵化時期の要素で
、温度と温度曝露の期間がこの種の孵化の成
功に影響を与えているとしている．

20



これらから卵包の環境温度が孵化に関して大き
な規定要素であることがわかる．ホタルミミズの場
合は環境温度が一定以上の場合，孵化の時期を
二分し高温により死滅するリスクを回避していると二分し高温により死滅するリスクを回避していると
思われる

ホタルミミズの胚が孵化日数を調整するメカニズ
ムや孵化日数の長短の進化的意味の検討が課
題となる．
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ホタルミミズの場合Southwood らの生活史形
質の特徴からするとr 種となるが，ふ化日数の
長短に着目した場合検討が必要と思われる．
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( 114 )

TF1 121 2015/12/23 2016/4/22 26 4.6 /

TF2 131 2015/12/13 2016/4/22 23 5.6 /
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TF3 160 2015/12/13 2016/5/21 18 8.8 /

TF4 121 2015/12/23 2016/4/22 29 4.1 /

TF5 108 2015/12/23 2016/4/9 18 6.0 /

128.2 22.8 5. /


